
平成30年度志･土佐学びの日次世代の｢志｣応援コンクール

公民館ふるさと教育推進部門

ﾌｨｰﾙドワーク(地域学習)を通じて学んだ『志』

土佐清水市からの発信

～中浜万次郎の足跡～
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万次郎の少年時代と時代背景
演万次郎に関する著作には､少年時代の記述はわずかなｴビｿｰドしか触れられていない●た地元に残る伝承についてもほとんど語り継がれていない。
回、郷土史同好会で万次郎をテーマとするに当たり、万次郎が生まれ育った土佐清水市中浜と
の時代背景に焦点をあててみた。

世の中浜は、土佐の－寒村ではなかった。鼻前七浦の一つ中浜は、臼碆沖で漁師が鰹を釣り、

職'熱認識課雪臓窪溌蕊雪驍鵬繍鰯職翫
しい日本づくりのため政財界で活躍する人物も同じ時期に多く生まれている。
のような環境ので万次郎は生まれ成長したのである。
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1844年(弘化年間)中浜人口＝954人家数=168戸(浦々諸縮書より）
人々の暮らし＝漁業は鰹と小魚､漁間渡世畑作とある(市史よ

◎奉公先の今津家では、年の暮れに何俵もの米つきをさせられるのも万次郎の仕事であった。臼の中にまさご
(洗われた丸くて硬い小石)を混ぜてつくと早く仕上げることを考えつき、悦に入ってついていたところを、主人に
見つかり「粉米ができて品が下がる」と叱られてしまった。叱られたことに反発し、真浜（中浜の前に浜）から
小鼻をまわり、大浜まで泳いで逃げたといわれている。 （万次郎は泳ぎが達者であった。）
◎奉公先では､子守も万次郎の仕事であった｡本来は、背中に負ぶって子守をするところを､遊びたい盛りでもあり、
万次郎は、今でいうハンモックのようなものを作り船に吊るして子供を寝かした後、海で遊んでいたと言う。
◎万次郎が11年10か月ぶり中浜へ帰り､母汐と会ったが､汐は｢息子の万次郎はとうに(ずいぶん前に)亡くなっており
墓もある､お前は万次郎ではない｣と認めてくれなかった｡そこで万次郎は「おなん(お母さんのこと､お父さんのことは
おとん)、黒石(字名で万次郎の生家のすぐ裏の高台にある)の畑でとうきびを採ってきて、ゆまし(よまし)をつくって
食くらしてくれたやいか｣といい。また、どんざ(どんざ.ちゃんちゃんこような綿入れの着物のこと)の切れ端を持ち
帰っていたので､「おなんが縫ってくれたもんで｣という。汐は、ゆましをつくった事、自分が縫った、どんざを確認したことで､初めて万次郎が帰ってきたことを信じたという。

（当時の食事(おやつ)や､着ていた物など日常生活の様子が想像できる。）
丁
４
６
Ｍ
“
。

太平洋戦争により､米国への好意的な話はしてはならないことになり､話をすると国賊と言われた｡万次郎は米国に渡り、
米国人に世話になり、そして英語や米国の情報を日本に持ちかえっているので、中浜でも万次郎のことが話せなくなっていた。そのため自然と伝承がすたれていった。
長男中漬東一郎著｢中漬萬次郎簿｣より(昭和11年発行）
厄魚釣り亟蓬園・素衝きのｴ夫~配念の石巳の産は飼垂に屋鍾

万次郎は文政10年(西『 て活発なるこ
肩にして兄と浜に出でて魚を釣るを常とせしが､兄時蔵が何の獲物もなく、手
多少の獲物を持ち帰らざることはなかりき。
（これは､後年東一郎が故郷を訪ねたる折､親しく祖母｢志を(汐)｣より聞きたる

とを好み、8～0才の頃より早くも釣竿を
を空うして帰宅する場合でも､万次郎は

万次郎が少年時代の物語中の一節なり‐ ）
■
■
■
■
■

当時の人口・家数･主な産業

今も伝えられている伝矛

b次遜に する §承が少ない理由（地元の古老よ91－－
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r賭国鰹蹄番付表』｢高知県の歴史」山川出阪P､227

江戸時代に、紀州印南浦（現和歌山県日高郡印南町）の甚太郎という人物が睡製
で魚肉中の水分を除去する爆乾法（別名焙乾法）を考案し、現在の荒節に近いも
のが作られる様になった。

焙乾法で作られた鰹節は.熊野節（くまのぶし）として人気を呼び、土佐箔は
蒲を挙げて熊野節の製法を導入したという。 Wikipedia土佐清水市鐸土史同好会

万次郎が使用していたと伝えられている井戸

万次郎贈位記念碑と石臼(昭和4年5月建之）

長男中濱東一郎著「中濱嵩次郎傳jより
（昭和11年発行）

◎米搗きの工夫～記念の石臼

万次郎が実父悦助を失ひしは、 9歳の時なりしが、当時其家は極めて貧

なりしかば、十歳を越ゆる頃より彼れは常に中ノ浜其他付近の村々に出

でて、他人の手伝いをなし、僅かの賃銀を得て家計を助けいたり。

或時雇われし家にて米掻きを命ぜられたることありしに、彼は速く搗

き上げんが為め、密かに米の中に一摘みの砂利を混へたり。

これによって米は案外速く且つ白く搗き上げたるが、後に至り米の中

に砂利の多きことを発見されて痛く叱責されたることあり。

然るに其後米を搗かせられし時、又しても同じ過ちを繰返したれば、

雇主は懲らしめの為め彼れを庭前の立樹に縛りつけて、数時間放置した
り。

此時に近所の人々の詫言によってやうやう釈放されたれど、負けぬ気

の万次郎は心中深く雇主の無情を憤り、将来必ず出世して此恥辱を雪が
んことを誓ひたりといへり。

これ彼れが12， 3歳の時の事なるが、彼れが後年の負けじ魂は早く

も其少年時代に胚胎せることを語る逸話として興味あるを覚ゆ･

（注）当時万次郎が米を搗〈に用ひたる石臼は、中ノ浜の今津鶴次郎

方に保存され、昭和4年東一郎が次男情と共に中ノ浜を訪へる際、親し

く同家に赴いて見せしが、其後今津氏の好意によって中浜家に寄贈せ
られ、万次郎贈位記念碑の側に安置することとなれり。図に示すが如

く、小形なる円形の石臼にて高さ1尺5寸、口径約1尺あり。万次郎が米を搗<のに持ちいた石臼
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激動の時代が万次郎を
必要とした。

・ ・ ・帰還後の万次郎の活躍

、●

芦ノッン万ス I トンヨ

精神） す（ﾈﾊﾞｰｷﾞﾌﾞｱｯﾌﾟ ･ﾁｬﾚﾝｼﾞ ジョン万X丈ここがこZI
p

漂流・無人島での過酷な状況にもあきらめない

漂流7日間、無人島143日間、帰国まで10年間

逆境をチャンスに・ ・ ・ ・チャレンジ

未知の国に渡り言語・文化・技術を習得

諦めない、挑戦することの大切さ

’

I

｜

西洋事情・文化の紹介

帰国の際の取り調べに於いて、西洋（米国）事情・文化・
文物を紹介
長崎鈍通子記録：漂流記、 土佐河田小龍記録：漂巽紀署

長崎。上海に同行し、米国の文物を聞き取り描く

池道之助スケッチ

徳川幕府。土佐藩。薩摩藩の藩主や要人と会談。
学問所で多くの若者を指導。
※土佐藩・幕府・薩摩藩で教授に。

※明治新政府により東大の前身・開成学校の教授に。
※国際法・国家・領土の概念、自由・平等の精神。
※黒船来航・開国・大政奉還と激動の時代を生きた者たちに直接．間接
に驚きと大きな影響を与え、明治維新へのうねりとなった。

』

1 1

１
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■
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桁違いの文明、世界の胴
長崎奉行所の取り調べ（鈍通子記
①.出漁から遭難まで②｡漂着した無人

③.アメリカ船による救助

④､ワフ国（ハワイ・オワフ島）の生活‘

⑤､万次郎は米国へ⑥米国の風俗

広さ
録・ ・ ・漂流記）く概要＞
島での過酷な生活

風俗

⑦､捕鯨船に乗り組み世界の海を航海⑧｡カリフォルニアで金採掘
⑨､篭球へ上陸し薩摩、長崎へ

土佐藩の取り調べ（河田小龍記録・ ・ ・漂巽紀署）＜概要＞
第一巻①､出漁から漂流②.アメリカの捕鯨船に救出、ハワイへ
③.万次郎だけアメリカ本土へ

第二巻④.ハワイでの伝蔵ら4人の様子⑤.重助の治療帰らぬ人となる
⑥､傳蒙と五右衛門兄弟は捕鯨船で一度蝦夷に上陸するハワイにも引き返す

第三巻⑦.アメリカ体験記勉強 ⑧､捕鯨で世界をめぐる
⑨､カリフォルニアのゴールドラッシュ金山で帰国資金を稼ぐ

第四巻⑩.万次郎はハワイで傳蔵､五右衛門を促し一緒に帰る｡寅右衛門はこの地に残す
⑪.万次郎等､帰朝船上の人となる⑫.三人、摩文仁の地に上がり、泡盛を飲む
⑫､琉球を発ち、薩摩に向かう⑬.長崎に送られ絵踏みをさせられる
⑭､土佐からの迎え長崎にいたり､三人それぞれの睡郷へ帰る

凸

一 一

長崎・鈍通子のスケッチ・ ・ ・漂流記
漂流記表紙 漁師難風之図 トヲクロ鳥 トヲクロを取喰

r~ー一一一一‐ ｰ - --- ‐ -ﾆで

心鋤 ．．
１
１
１
０
１
‐
早
’
〃
・
乃
竺
６
。
‐
ト
ー
ｒ
も
８
Ｆ
日
切
叩
ｈ
Ｉ
ｌ
‐
１

’

１
１

’
＝

I
ヘ
ー
ー》

ロ

ーダ

琴
蕊

一凸手

－口－－ ． ．－ 一 . ■

アメリカの漁船をまねく アメリカの蒸気船 ワフ国の湊 ワフ国の田芋

『
一 《

画
訓
令
四
句
且
？
２
町
蛎
帖
北
寸
・
；
凸
・
ト
ト
‐
‐
ト
ー
那
卜
Ｄ
ｐ
‐
『
尋
Ⅱ
ｆ
ｆ
Ｉ
１
１
４
●
、
１
１

’
Ｍ
面
■

幸

一

一
考
・
衿
瑛
、
・
々
、

一

一

子

ｆ

伊

ｆ

剖

舟

●

》
：

一

撫

妃

ら

》

、

ｓ
ｏ
鰐
ｌ
展
」

↑
季
．
一
一

、
と
”

’
一
．
〉
小
ｊ

趣
一
一

1

1

1 I
一
一
一

■

－
－
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河田小龍のスケッチ・ ・
万次郎（25歳） 伝蔵（船頭

･漂巽紀署苛繍蝋猟蕊録
40歳） 五右衛門(26歳)の肖像画
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威臨丸威臨丸
く威臨丸で渡米＞

※日米修好通商条約Jの批准交換のための使節団（正使：新見正興） らは米国船

ポーハッタン号に乗船､威臨丸はブルク大尉の指揮の元航海演習のため随行した。

く威臨丸で渡米＞

※日米修好通商条約Jの批准交換のための使節団（正使：新見正興） らは米国船

ポーハッタン号に乗船､威臨丸はブルク大尉の指揮の元航海演習のため随行した。

※戚臨丸の艦長として勝海舟、万次郎も通弁方とし、

福澤諭吉は木村摂津守(奉行)従者として渡米した。

※出帆後､来しけの日が続き、ジョンブルツタ大尉の指揮下

万次郎が事実上の船長に､無事サンフランシスコに入港。

※戚臨丸の艦長として勝海舟、万次郎も通弁方とし、

福澤諭吉は木村摂津守(奉行)従者として渡米した。

※出帆後､来しけの日が続き、ジョンブルツタ大尉の指揮下

万次郎が事実上の船長に､無事サンフランシスコに入港。

ググ

認認

一
一
一
一

鈴藤勇次郎作『威臨丸難航図』

※万次郎は「図説米国海軍史」

「米国海軍南半球天文調査書」

「図説米国史」 「物理学入門」

鈴藤勇次郎作『威臨丸難航図』

※万次郎は「図説米国海軍史」

「米国海軍南半球天文調査書」

「図説米国史」 「物理学入門」

「機械工学」 「代数学原論」

の書を購入した。
一

威臨丸の

造船・航海術。測量術等の指導
米国で学んだ知識を生かし、洋式船の建造．購入等で活躍
※江川太郎左衛門の下洋式船を建造。

※土佐藩初の蒸気船「南海丸」を購入、上海で土佐藩の船三艘を購入。
※長崎で薩摩藩船を購入。

※航海術・測量術等を指導

※幕府・土佐藩の軍艦所指導

捕鯨術の指導
米国での経験を生かし、近代捕鯨を指導
※鯨漁御用拝命小笠原へ出漁

※壱番丸で捕鯨日本における初めての洋式捕鯨船(鳥島上陸”大日本属島鳥島”の乾板）
※小笠原島の日本領確定. 。 。 ・ ・国家。領土の概念
多国籍の移住者に小笠原島での生活を保障、

12カ国に日本による管理・直轄とすることを通知。

ホーツン事件（万次郎が雇った外国人が強盗未遂事件を起こし､米国へ幕府が賠償金を支払った｡）
文久三年四月(1863年)・万次郎はこの事件以降幕府の仕事から薩摩や土佐藩の仕事をする。
[いつも国の為を思う万次郎にとって、何故か幕府に疑われている事が堪え難かったか中濱博著］

この事件以降幕府の仕事から薩摩や土佐藩の仕事をする。

二とって、何故か幕府に疑われている事が堪え難かったか中濱博著］
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英語を話せる最初の日本人
ただ－人の英語ができる日本人として、英会話集の作成、翻訳、

※英米対話捷径・ ・ ・ 。すぐできる英会話「速習英会話」

※ボーデイッチの航海書の翻訳

（アメリカの航海書の原典、航海者の必読書）

※通弁方として威臨丸で渡米。さらに蔵臨丸を操船。

※普仏戦争視察団の通訳。

英米対話捷径（速習の英会話集）右に表紙

下と次ページに内容

通訳で活躍。

英米対酷捷径表紙
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万次郎が影響を与えた人々

土佐藩

坂本龍馬（1835～1867年）

蕊
後藤象二郎（1838～1897年）

八重襄謡 簿ゞ
その他

愚；岩崎弥太郎*田東洋』内容堂ゞ垣退”

け

開成館関係後藤象二郎らによって設けられた土佐藩の機関。
松井周助、由比畦三郎、細川潤次郎

慶応2年（1866年） 、土佐藩の開成館設立にあたり、教授となって英語、
航海術、測量術などを教える。

藩命により後藤象二郎と長崎。上海へ赴き土佐帆船「夕顔丸」を購入。
｜

｜ 江戸幕府

｜ 江川太郎左衛門(1801～1855年）

｜ ミ諏諭樵熟璽こ巽篭壼駕豐言熟壼
｜ 企血操帆術を指導。

|勝海舟(1823~1899年）
重 理宇鰯隆蕊

’

罰

や

三
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福沢識吉（1834～1901年）

必
榎本武爆（1836～1908年）

繍

藩摩藩

島津斉彬（1809～1858年）
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ジョン万次郎三ズラッキー

1 ・黒潮の大蛇行

万次郎が遭難したのは黒潮の大蛇行の年で和歌山県沖に冷水塊が発生し、
沖に蛇行し鳥島漂流コースになる。

2．石油の発見が早やかつたら

アメリカは捕鯨で鯨油を、燃料や機械の潤滑油に使っていた。 1859年ペン
シルベニア州で石油が発見され燃料などは石油に代わる。 （捕鯨衰退）

3.黒船の来日がもっと後だったら。

1853年ペリーの黒船来航で開国を迫られる。黒船が来なければ、鎖国中の
日本帰国で打ち首になっていたかも知れない。

○竜馬の「新国家」と

ジョン万次郎の「大日本属島・鳥島」

1859年「捕鯨御用」職となり捕鯨の折、二度目の鳥島上陸をして、鳥島に
「大日本属島鳥島」船長中濱万次郎の看板を立てる。

○「工、プルリブス、ウヌム」

ラテン語で（多くのものから作られた－つ）ジョンハウランド号の船尾に書
かれている。

アメリカ合衆国国章にも表示される。オバマ大統領もよく使っていた言葉。

○威臨丸で初めての渡米の成功は、ジョン万次郎の力

1860年通商条約締結のため初めての航海に出るが途中嵐に会い船長
勝海舟ほか皆船酔いし、操船できたのはジョン万次郎（教授方通弁職） と
帰国便乗のアメリカの海洋調査に来ていた軍人達だけで、サンフランシスコに
約束期日までに無事着くことが出来た。

○アメリカを紹介した外国人として、ジョン万次郎

スミソニアン博物館でアメリカの建国理念（生命、自由、幸福の追求）を
紹介した外国人功労者33人の中で日本人はジョン万次郎一人だった。
○アメリカ30代大統領クーリッジは

「ジョン万次郎はアメリカが最初の大使を送ったに等しい」と述べている。

○アメリカ32代大統領フランクリン・デラノ・ルーズベルトから、

中濱東一郎氏（万次郎長男）に昭和8年6月8日付で親書が送られてきた。

大統領の祖父ワレン・デラノ氏（ジョンハウランド号の所有者の一人）が
フエアヘーブンの学校に通っていた小さな日本人少年について、教会に行っ
たり誠実で礼儀正しい少年であったなどいろいろなことを話してくれた。
結びに大統領は「ぜひアメリカ合衆国に越しください、お目かかることを
切望しています」伝言している。

土佐清水市郷土史同好会谷
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万次郎・坂本龍馬・池道之助年表
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月日 ’ 幕府及び政府

｜伊能忠敬大日本地図完成
｜ｲギﾘｽ人小笠原諸島を占領

’年齢｜ 月日 中浜万次郎

万次郎悦介の次男として中浜に生まれる。1月1日万次郎悦介の次男として中浜に生ま

？この年父悦介死亡

撫幾鯛懸寧理一ﾛ画一・〃ー奉器法蓋若衛f裾鉄壁
釦f,土■I目寧寸イー顧

０
’
８
｜
魁|水野忠邦天保の改革に着手

|土佐漂民中浜万次郎琉球に上陸 錘圃血さ到墾墨
伺L～卜瞭

鹿児島で取り調べ8月1日鹿児島で取り調べ

9月29日長崎取調べ

7月11日高知着､土佐藩の取；

10月5日H』洪診､昌蹄冒石I IU月~5~『

6月3日ペリー第1回来航

11月15日延兀区鴎鯉翔
2月12日団野鉄と結婚

1月16日江川大郎左衛門死亡

7月ハリス米領事着任

中浜に母見舞う。

高知着､土佐藩の取調
IU月~5頁

24

｜ﾛｼﾔ船下田に来航 べ､河田小龍｢漂巽記略｣記す。
0-ド浜≠､昌蹄毛I フアー奉頭葱疫拝雨

・1A蛙逵室,I,芸イ立駒1］

ペリー第1回来航
江〕W天国5左諏門手付拝言
･韓麺錘睦ﾜA鉾注半ワ、圭イ華竺､

25

アメリカ睦隊司令長官ぺり－浦賀に来航
26

'､ツー癌寅1こ再来可一同未和親耒洞涜目]・
圭函齢睡漉齢L妄土恥

(日米和新条約:この条約は不平等条約と言われた） 二二

”
｜
犯
一
羽｜アメリカ総領事ハリス下田に着任

6月17日|阿部正弘没(39歳）

4月軍歴教授所教授拝命。

6月航海書翻訳完成

11月22日函館奉行所与力次席拝命

30

井伊直弼大老となる、日米修好通商条約調印

島津斉彬没(50歳）

吉田松陰処刑

威臨丸渡米

桜田門外の変(井伊直弼暗殺）

31
7月15日

10月27日

1月19日

3月3日

春小笠原近海へ捕鯨航海

1月19日威臨丸で太平洋往復。

8月25日軍歴教授所教授方免職

12月3日外国奉行･水野忠徳に同行小笠原開拓調査

二二

二＝

32

33

34

8月21日|生麦事件 7月21日|妻鉄病死｡(3名の子を出産）
35
12月26日ホーソン事件

3月13日神戸操練所廃止

薩英戦争

第1次長州征伐

小笠原へ捕鹸航海

小笠原へ捕鯨航海
万次郎3－が歪原で頚盃未遂の卉大

＊キワ狂か奉鐘『雷¥て－､ﾉ､/宜吐､

薩摩開成所教授拝命

36

5月抑
一
羽

二二5月|薩摩藩船購入の為長崎へ
薩長同盟成立 1月|万次郎中浜に帰省(薩摩から帰国）
第二次長州征伐 母の為に家を建てる。

’8月20日 将軍家茂没(長州征伐中止）
■■
〃 〃 慶耳 徳川慶喜征夷大将軍
〃 " 〃
－

〃 〃 〃

〃 " "

1867座応3年 〃

〃 " 〃

〃 〃 〃

〃 " 〃

〃 " 〃

〃 〃 〃

〃 " 〃

〃 ｜ 〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃〃

3月 高知城下開成館出仕(高知）

39

7月25日|万次郎､道ﾉ助と共に長崎着(高知から長崎へ）
8月26日 上海へ出発､9月6日上海から長崎着

10月24日万次郎､道ﾉ助と共に上海へ

11月21日万次郎江戸へ

二二

長崎着(江戸2月21日出発陸路大阪より船） －

妻志げと3回目の結婚(5番目の男子を18年に産んでいる）
3月18日

11月11日 万次郎長崎着(夜）

二二

二二

二二

11月21日|万次郎江戸へ出発

40

－－－J ｜－~－

年

年

″
〃
〃
澁
一
″
〃
｜
″
〃
治２

明
明

８
９
６
６

″
″
″

昭

″
〃
″
〃
喝

〃。に－「〃 '0月'4日|大政奉還
〃 〃 11月15日 坂本龍馬暗殺

明治元年有桶川宮 1月戊辰戦争

〃 〃 4月江戸城開城
〃 〃 7月 江戸を東京と改称
〃 〃

10月23日 土佐藩に100石で召抱えられ､江戸深川砂村に下屋敷を賜る一

｜
’

41

〃 ’ 九月|明治と改元し江戸城を皇居とする
■■■

〃 ’ 6月|藩主の版鰭奉還を許し､知藩事に任命
二二二一計鰯｜判"学校窒塾堂42

〃 ’ 2月|府県に小学校設置
〃

1870明治3年 10月|海軍を英式､陸軍をﾌﾗﾝｽ式と布告〃
｜
〃
｜
〃
｜
雲

｜開成学校中博士

｜大山弥介､池田弥一､林有三に随行し欧州へ’ 10月|岩崎弥太郎九十九商会(三菱商会)設立
〃

〃

1871明治4年

〃

一

43

'2月|新律綱領頒布.庶民の帯刀禁止
一
一

｜
｜
■
一

一
一
一

7月|塵藩低県 ｜病気一44
11月|岩倉具視ら欧米を視察

1872明治5年 九月|新橋横浜間鉄道開業

二需L898E明治31年 ｜
’
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土佐清水市郷土史同好会 山下晃弘
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月日 ’ 池道之助
｜池左平の長男として中浜に生まれる。

月日 坂本龍馬

11月'5日|直足の次男として､高知本町筋に生まれる。

’

30

31

｜剣術修行の為溝淵広之丞と江戸に行く。

｜北辰一刀流千葉定吉道場に入門。
6月|江戸から帰国｡河田小飽に会う。

32
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6月|雇い足軽拝命

36

1月|千葉定吉より｢北辰一刀流兵法目録｣を受ける。
37

38

39

雇い足軽辞任9月士佐勤皇党に加盟

3月沢村惣之丞と脱藩。

10月勝海舟の海軍塾に入る。

2月 勝海舟の尽力で脱藩罪許される。

11月土佐藩の帰国命令を拒否し再び脱藩罪。

海舟との関係で西郷隆盛､横井小楠と会う

5月長崎に｢急山社中｣設立(薩摩藩が後ろ盾)。

1月21日薩長同盟成立(京都）

1月24日寺田屋事件(京都）
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万次郎薩摩から帰国、

母の家を建るため道之助の家に寄宿
1月

3月25日道之助万次郎と供に高知へ

7月7日後藤象二郎､万次郎と供に長崎出発

7月25日万次郎･道之助長崎着

10月24日道之助万次郎と供に上海へ

11月18日|上海から帰国

12月17日|御臨時御用商会掛拝命

2月2日|清風亭で宴会｢お元｣も同席

4月19日 いろは丸大阪に出航
4月29日|いろは丸紀州船と衝突

1 5月10日i坂本飽馬今晩長崎着

‘ 7月6日丸山で異人2人切られる

加月13日紀州藩といろは丸の賠償交渉決若

9月10日今日横笛の1件相済む

11月4日紀州藩から3千両受取る

皿月12日紀州藩から80万両受取る

11月15日15日御詮華済これより侮買二行小柄共

4月8日五時蒸気鉛夕顔に乗鉛五時半長崎出飢。

4月15日高知着

閏4月'1日 貨蒐局下代長崎表懸足軽類二人扶持拝命
' 5月'7日 中浜着
' 8月7日 中浜から商知へ(8月17日着）
| ’月2日 清水浦着
'4月26日 貨蒐局辞任(病気のため）

病気

いろは丸大阪に出航

いろは丸紀州船と衝突

西郷の招きで､お龍を伴って薩摩へ

（長崎経由）
3月10日
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桜島丸長州の米を積み鹿児島へ随行の

ﾜｲﾙｴﾌ号沈没(鹿児島）
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5月2日

桜丸長州に武器を運び門司を攻撃、

小倉城から細川藩引揚げる。
6月17日

2月亀山社中から海援隊(士佐蕃)へ(長崎）

4月 2度目の脱藩罪許される。（長崎）

4月23日いろは丸紀州藩明光丸と衝突

6月藩船夕顔の船中で｢船中八策｣。

7月6日ｲｶﾙｽ号事件で海援隊員に疑いをかけられる

10月13日紀州藩に8万3千両賠償さす事で決若。

9月10日ｲｶﾙｽ号事件で海援隊員無罪。

9月6年ぶりに土佐に帰る。

10月14日大政奉還

11月15日龍馬、中岡､近江屋で暴漢に襲われる｡(死亡）
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三条実美

一『丁

五
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11月1越浦､養老両村長就任
50

4月21日i越浦･加久見･横道三ヶ所の村長就仔
51

7月16日|道之助病死享年52才(数え年）
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霧…惑議驚歎議躍灘蕊灘鶏鱗織識

大統領からの手紙そもそもの始まり マHEWH…｡usゞ
、…隼…日 | "･s"'…”

親愛なる中濱博士 June89 1933.

石井菊次郎子爵（駐米大使）が当ワシントンにお見’
Mydearpr. N*ahama:-

えの時、あなたが、東京に住んでおられることを知り、
"enVi8countXBhuWaghere

あなたの有名なお父様について話し合いました。あなI LnWaShingtonhetOldmethatyOUareliVingin
たはご存知ないかも知れませんが、私はフェアヘーブ’ TokiOandwetalkedaboutyouヱ⑩B域､観』ighea

father.

ンのワレン・デラノの孫です。彼はお父様をフェアへ
Youmaynotknowt"tX皿the

一ブンにお連れしたホイットフィード船長の船の所i grandgOnofUr． WarrenDelmoofrairhavenpmxo
"gpartomneroftheehipofOaptalnWhitfield

有者の一人です。 WhiChbroughtyo唾fathertorurhaven｡ rour
fatherlivedp agZrememberita attllehoueeof

私の記憶によると、あなたのお父様は私の祖父の家 ur・ rrippj whichmsdirectlyaCrOBBthestreet
frommygrandfatllerl8houge,andwhenlWasa

のすぐ筋向いのトリップさんの家に住んでおられま ’ boyrwellrememmbermyg蚕迦亟atherteﾕﾕｴ蕗me
型ユ曲Outthe巫ttleJ叩廻eeeboymowentto

した。 8OhoOlinFairhavenmdWhoWenttocmrchfrom
timetotimewiththeDelanOfamily・ エmyeelf

私の少年の頃、私の祖父がフェアヘーブンの学校に usedtovisl.tFRMT､haven9andmymOtherIBfamlly
gtillowntlleoldhOu8e・

通い、時々デラノの家族と一緒に教会に行った小さな
ThenameOfNakahamamllalwaye

日本の少年についていろいろなことを私に話してく berem"Deredbymyfamilyandlhopethatifyou

れたのをよく覚えています。私自身もフエアヘーブ 。ranyofyourfamily"metotheUnitedState8
thatyouwillCome toeeeus.

ンにはよく行きました。私の母方の家族はいまだに古
Believeme, mydearpr・ NakahmaD

い家を持っております。

中濱という名前は私の家族の記憶にいつまでも残 VerysinCerelyyourBD

ることでしょう。あなたかご家族のどなたかが合衆

ん“"窪…ん国においでの時は、是非、お立ち寄り下さい。

敬具 pr.RJichiroWakah…，
Tokiom

フランクリン｡D･ルーズベルト Japan･
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おわり I一一

万次郎が生まれ育った幕末の中浜は、鰹漁と日本一の鰹節生産の拠点と
して活気にあふれる浦であった。

また、窪津の勇壮な捕鯨は少年万次郎にとっても身近なものであったに違い
ない。一方、鯨油の需要のため日本近海には多くのアメリカの捕鯨船が出没
していた。

天保十二年1841）出漁した万次郎らの鳥島への漂着と、アメリカの捕鯨船
ジヨンハウランド号との出会いは世界史上、必然の出来事であったのでは
ないだろうか。

鳥島で救助された万次郎たちは運命を主体的に切り開き、漂流から10年後
帰国した。

万次郎は西部劇の時代のアメリカで英語や航海術を習得し、海の男として
たくましく成長していた。

嘉永六年(1853）の黒船来航時、万次郎は最新のアメリカ事情と知識を伝え、
日米和親条約締結と明治維新に尽力し、その後71歳の天寿を全うした。

万次郎が武士階級出身の志士たちとは異なる国際連帯の視点から、日本の開
国と近代化に役割を果たしたことは再評価されるべき点である。

土佐清水市郷土史同好会顧問 t佐治水IIi虻化財|肢‘巡稀淡灸“と，東近伸
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